
チーム名

学校名 学年

日大東北高校＆日大工学部 ProLab コラボチーム！
日本大学東北高等学校 ＆

日本大学工学部 高校 2 年～大学院 2 年

◆アイデアの内容
　⑴ 製品アイデアの名称と製品概要

（２）解決したい課題や製品アイデアを考えたきっかけ

名　称
【どのような場面で活躍する製品ですか？】
　運動中にけがをしたとき
　けがかわからない不調を起こしたとき
　怪我により冷静な判断ができないとき

【どのような機能がある製品ですか？】
　スポーツ中に怪我をした場合の応急処置の方法やテーピン

グの方法を動画でわかりやすく伝えるアプリ。

　チームメンバーの一人高校生の工藤くんが相撲の大会の際に頭を強く打ち頭髪が一部抜ける程
の怪我をしたものの、本人は眩暈に襲われたものの痛みが薄く、後から友人達から話を聞いて初
めて危機感を感じた経験がきっかけ。外にも本人が思うよりも重大な怪我や見た目ではわかりに
くい不調などが多い若年層アスリートの世界に課題を感じる。

アスリートの為の応急処置ガイドアプリ
＜製品の写真・イラスト等＞

工藤くんが怪我をした際の試合


